
(57)【要約】

【課題】　モータの一方方向のみの回転によって振動子

ユニットを円弧状往復回動させる揺動機構を磨耗が少な

く加工が容易な部材を用いた構造とする体腔内診断用の

超音波探触子の提供。

【解決手段】　揺動機構として、２個の回動軸1a、1bと

、各回動軸に軸支されたアーム2a、2bと、節連結部4a、

4b、4c、4dによって各アームに節連結された２本のリン

ク3a、3bと、２個の回動軸の配列方向を中心軸１４とし

て２本のリンクの端部と当接する斜面７を有する回転斜

面体６とから構成される構造とし、振動子ユニット８を

各リンクの回転斜面体６の斜面７と接する反対側の端部

と節連結部4e、4fで節連結する。このような構造の揺動

機構の回転体６をモータ９によって一方方向にのみ回転

させることにより、振動子ユニット８を円弧状往復回動

させる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 記 の 各 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
（ イ ） 間 隔 を 置 い て 直 線 状 に 配 置 さ れ 、 該 直 線 に 対 し て 同 じ 直 角 方 向 の 軸 心 を 有 す る 複 数
の 回 動 軸
（ ロ ） 前 記 各 回 動 軸 に 中 央 部 を 回 動 可 能 に 軸 支 さ れ た ア ー ム
（ ハ ） 前 記 各 ア ー ム の 、 回 動 軸 両 側 に お い て 回 動 軸 か ら 同 一 距 離 の 点 同 士 を 各 ア ー ム が 同
じ 向 き に な る よ う に 節 連 結 す る ２ 本 の リ ン ク
（ ニ ） 前 記 回 動 軸 の 配 列 方 向 を 回 動 軸 方 向 と し 、 こ の 軸 方 向 に 対 す る 平 斜 面 を 有 し 、 こ の
斜 面 を 前 記 ２ 本 の リ ン ク の 端 部 に 当 接 さ せ て 回 転 す る こ と に よ り 、 ２ 本 の リ ン ク を 互 い に
逆 方 向 に 平 行 往 復 運 動 さ せ る 回 転 斜 面 体
（ ホ ） ２ 本 の リ ン ク の 前 記 斜 面 と 接 す る 端 部 と は 反 対 側 の 位 置 に あ っ て 、 ２ 本 の リ ン ク の
端 部 と 節 連 結 さ れ 、 ２ 本 の リ ン ク の 逆 方 向 平 行 往 復 運 動 に よ っ て 円 弧 状 往 復 回 動 す る 振 動
子 ユ ニ ッ ト
（ ヘ ） 一 方 向 に 回 転 す る モ ー タ
（ ト ） 前 記 モ ー タ の 回 転 力 を 回 転 斜 面 体 へ 伝 達 す る 回 転 力 伝 達 手 段

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 に 用 い る 超 音 波 探 触 子 の 技 術 分 野 に 属 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 を 送 受 波 す る 振 動 子 ユ ニ ッ ト を 体 内 に 挿 入 し て 超 音 波 断 層 像 を 得 る 超 音 波 探 触 子
は 、 体 内 の 腫 瘍 な ど の 診 断 に 用 い ら れ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト を 内 蔵 す る 先
端 部 と 、 先 端 部 を 体 内 の 所 定 の 位 置 ま で 挿 入 す る た め の 挿 入 部 と 、 全 体 を 把 持 し て 操 作 す
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る 把 持 部 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 体 内 を 診 断 す る 超 音 波 探 触 子 の 構 造 は 、 先 端 部 に 複 数 の 振 動 子 が 配 列 さ れ た
振 動 子 ユ ニ ッ ト を 内 蔵 し 、 挿 入 部 お よ び 把 持 部 に は 振 動 子 ユ ニ ッ ト と 超 音 波 診 断 装 置 と を
電 気 的 に 接 続 す る 信 号 線 群 を 有 し 、 走 査 は モ ー タ を 用 い て 振 動 子 ユ ニ ッ ト を 機 械 的 に 走 査
す る も の が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 機 械 的 に 走 査 す る 超 音 波 探 触 子 は 、 先 端 部 に 振 動 子 ユ ニ ッ ト と と も に 振 動 子 ユ ニ ッ
ト を 機 械 的 に 駆 動 す る 駆 動 機 構 を 内 蔵 し 、 挿 入 部 に は 先 端 部 の 駆 動 機 構 に 駆 動 力 を 伝 達 す
る 駆 動 伝 達 機 構 を 内 蔵 し 、 把 持 部 に は 駆 動 力 を 発 生 す る モ ー タ を 内 蔵 す る 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 最 近 で は 、 運 動 す る 体 内 の 部 位 の リ ア ル タ イ ム で 精 細 な 超 音 波 断 層 像 を 得 る 超 音 波 探 触
子 と し て 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト を １ 秒 間 に 数 回 往 復 揺 動 さ せ る 機 械 的 走 査 を 行 な う も の が 開 発
さ れ 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ５ は 、 高 速 に 揺 動 走 査 を 行 う 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 先 端 部
２ １ に は 振 動 子 ユ ニ ッ ト ８ と そ れ を 揺 動 さ せ る 揺 動 機 構 ３ ２ が 内 蔵 さ れ て い る 。 振 動 子 ユ
ニ ッ ト ８ か ら は 、 図 示 さ れ て い な い 信 号 線 群 が 出 て お り 把 持 部 ２ ３ の 信 号 線 群 ３ ６ と な っ
て 外 部 の 超 音 波 診 断 装 置 へ と 接 続 さ れ て い る 。 振 動 子 ユ ニ ッ ト ８ は 超 音 波 窓 ３ １ を 通 し て
超 音 波 の 送 受 波 を 行 な う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 先 端 部 ２ １ の 揺 動 機 構 ３ ２ は 、 挿 入 部 ２ ２ に 内 蔵 さ れ る シ ャ フ ト １ ０ の 先 端 と 連 結 さ れ
、 シ ャ フ ト １ ０ は 把 持 部 ２ ３ の ケ ー ス ３ ７ の 内 部 の モ ー タ ９ に 連 結 さ れ る 。 モ ー タ ９ は 、
回 転 方 向 が 繰 り 返 し 反 転 す る よ う に 電 気 的 に 制 御 さ れ て お り 、 そ の 回 転 力 を シ ャ フ ト １ ０
に よ っ て 揺 動 機 構 ３ ２ に 伝 え て 揺 動 中 心 ３ ３ を 中 心 と し て 振 動 子 ユ ニ ッ ト ８ を 矢 印 の よ う
に 往 復 揺 動 さ せ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に モ ー タ を 反 転 さ せ る と 、 回 転 子 の 慣 性 に よ り 固 定 子 側 に 反 転 方 向 と 逆 向 き の
慣 性 反 力 が か か り 、 こ れ を 繰 り 返 す こ と に よ り 固 定 子 側 が 反 転 周 波 数 で 振 動 を 起 す こ と に
な る 。
　 こ の 振 動 は 、 ケ ー ス や シ ャ フ ト な ど を 通 し て 超 音 波 探 触 子 の 先 端 部 ま で 伝 わ っ て 先 端 部
を も 振 動 さ せ る こ と に な る た め に 、 被 検 者 へ 不 快 感 を 与 え 、 ま た 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト に よ っ
て 形 成 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム を も 振 動 さ せ て 超 音 波 断 層 像 の 画 質 を 低 下 さ せ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な モ ー タ の 反 転 振 動 の 問 題 を 解 決 す る 方 法 と し て 、 モ ー タ を 反 転 駆 動 で は な く
一 方 向 に 連 続 回 転 さ せ て 、 そ の 連 続 回 転 を 探 触 子 先 端 部 の 揺 動 機 構 に よ っ て 揺 動 運 動 に 変
換 し て 振 動 子 ユ ニ ッ ト を 揺 動 さ せ る と い う も の が 開 発 さ れ て 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の モ ー タ の 連 続 回 転 力 を 利 用 し た 一 つ の 方 法 と し て 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 背 面 部 に 複 雑
な ３ 次 元 曲 面 を 有 す る 摺 動 部 と 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 中 央 部 に 揺 動 軸 と を 設 け て 、 モ ー タ の
駆 動 力 に よ っ て 一 方 向 に 連 続 回 転 す る 突 起 状 部 材 を 曲 面 摺 動 部 に 押 し 当 て る こ と に よ っ て
振 動 子 ユ ニ ッ ト を 揺 動 軸 で 揺 動 さ せ る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 及 び ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 モ ー タ の 連 続 回 転 力 を 利 用 し た 他 の 方 法 と し て 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 背 面 部 に あ る
程 度 の 自 由 度 を 有 す る よ う に し た ロ ッ ド を 設 け 、 そ の ロ ッ ド の 先 端 を ロ ー タ の 傾 斜 面 に 対
し 、 ば ね で 押 し 付 け る か 或 い は 傾 斜 面 に 離 脱 防 止 用 の 溝 を 設 け る な ど 離 脱 防 止 状 態 で 滑 り
得 る よ う に 連 係 し 、 モ ー タ の 駆 動 力 に よ っ て 傾 斜 面 を 有 す る ロ ー タ を 回 転 さ せ 振 動 子 ユ ニ
ッ ト を 揺 動 軸 で 揺 動 さ せ る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ２ ７ ４ ９ ９ （ 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － ２ ３ ７ １ １ ３ （ 図 １ ）
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【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ １ １ ２ ５ （ 図 ２ 、 図 ４ ）
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ４ － １ ６ ６ １ ４ ０ （ 第 １ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 述 の と お り モ ー タ の 一 方 向 の 連 続 回 転 駆 動 力 を 用 い て 振 動 子 ユ ニ ッ ト を 揺 動 さ せ る 従
来 の 超 音 波 探 触 子 は 、 そ の 揺 動 機 構 と し て 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 背 面 部 に 極 め て 複 雑 な ３ 次
元 曲 面 を 形 成 し た り 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 背 面 部 に ロ ッ ド を 連 結 し て そ の 先 端 を ロ ー タ の 傾
斜 面 に 離 脱 防 止 状 態 で 、 滑 り 得 る よ う に 連 係 さ せ る な ど 複 雑 な 構 造 と し な け れ ば な ら な か
っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 超 音 波 探 触 子 は 、 体 内 に 挿 入 す る も の で 、 そ の 先 端 部 の 直 径 は 約 ３ ｃ ｍ 程 度 の も の で あ
り 、 先 端 部 の 内 部 の 振 動 子 ユ ニ ッ ト や 揺 動 機 構 の 大 き さ は 約 ２ ｃ ｍ 程 度 と す る 必 要 が あ る
。
　 こ の よ う に 小 さ な 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 背 面 部 に 複 雑 な ３ 次 元 曲 面 を 形 成 し た り 、 ロ ッ ド を
連 結 さ せ て 摺 動 さ せ る 溝 を 設 け る た め に は 極 め て 精 細 な 加 工 技 術 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 背 面 部 に 形 成 さ れ た ３ 次 元 曲 面 の 精 度 が 悪 い 場 合 や ロ ッ ド を 連
結 し て 摺 動 さ せ る 溝 に ガ タ が あ る 場 合 は 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 揺 動 が 正 確 で 円 滑 に 行 な う こ
と が で き な く な り 、 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 が 不 正 確 と な り 、 鮮 明 な 超 音 波 映 像 が 得 る こ と が
で き な く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 診 断 す る 臓 器 は 常 に 微 小 な 動 き を し て い る 場 合 も あ り 、 こ の よ う な 臓 器 の 精 細
な 超 音 波 映 像 を 取 得 す る た め に は 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト を 高 速 で 揺 動 さ せ て 超 音 波 ビ ー ム を 走
査 し な け れ ば な ら な い 。 こ の よ う に 高 速 で 揺 動 さ せ た 場 合 、 複 雑 な ３ 次 元 曲 面 や 微 細 な 摺
動 溝 は 磨 耗 が 大 き く な り 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 揺 動 が 不 正 確 と な り 不 鮮 明 な 超 音 波 映 像 と な
っ て し ま う 。 こ の 対 策 と し て 、 高 価 な 部 材 を 頻 繁 に 交 換 し な け れ ば な ら ず 、 機 材 の 運 用 維
持 の た め の 経 費 が 増 大 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 前 述 し た 従 来 の 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 揺 動 機 構 と
し て 複 雑 な ３ 次 元 曲 面 や 微 細 な 摺 動 溝 を 必 要 と す る 機 構 で あ る た め に こ れ ら の 部 材 が 高 価
に な っ て し ま う と い う 問 題 と 、 高 速 な 揺 動 に よ る 磨 耗 の た め に ３ 次 元 曲 面 や 摺 動 溝 を 有 す
る 高 価 な 部 材 を 頻 繁 に 交 換 し な け れ ば な ら ず 、 機 材 の 運 用 維 持 経 費 が 増 大 し て し ま う と い
う 問 題 を 解 消 し て 、 単 純 な 形 状 で 安 価 に 製 作 で き る 部 材 と 磨 耗 し に く い 機 構 を 用 い た 揺 動
機 構 を 有 す る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 下 記 の 各 手 段 を 具 備 す る こ と を
特 徴 と す る 。
（ イ ） 間 隔 を 置 い て 直 線 状 に 配 置 さ れ 、 該 直 線 に 対 し て 同 じ 直 角 方 向 に 軸 心 を 有 す る 複 数
の 回 動 軸
（ ロ ） 前 記 各 回 動 軸 に 中 央 部 を 回 動 可 能 に 軸 支 さ れ た ア ー ム
（ ハ ） 前 記 各 ア ー ム の 、 回 動 軸 両 側 に お い て 回 動 軸 か ら 同 一 距 離 の 点 同 士 を 各 ア ー ム が 同
じ 向 き に な る よ う に 節 連 結 す る ２ 本 の リ ン ク
（ ニ ） 前 記 回 動 軸 の 配 列 方 向 を 回 動 軸 方 向 と し 、 こ の 軸 方 向 に 対 す る 平 斜 面 を 有 し 、 こ の
斜 面 を 前 記 ２ 本 の リ ン ク の 端 部 に 当 接 さ せ て 回 動 す る こ と に よ り 、 ２ 本 の リ ン ク を 互 い に
逆 方 向 に 平 行 往 復 運 動 さ せ る 回 転 斜 面 体
（ ホ ） ２ 本 の リ ン ク の 前 記 斜 面 と 接 す る 端 部 と は 反 対 側 の 位 置 に あ っ て 、 ２ 本 の リ ン ク の
端 部 と 節 連 結 さ れ 、 ２ 本 の リ ン ク の 逆 方 向 平 行 往 復 運 動 に よ っ て 円 弧 状 往 復 回 動 す る 振 動
子 ユ ニ ッ ト
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（ ヘ ） 一 方 向 に 回 転 す る モ ー タ
（ ト ） 前 記 モ ー タ の 回 転 力 を 回 転 斜 面 体 へ 伝 達 す る 回 転 力 伝 達 手 段
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に お い て 、 連 続 回 転 運 動 を 繰 り 返 し 往 復 運 動 に 変 換 す る メ カ ニ ズ
ム と し て 、 回 転 斜 面 体 の 平 斜 面 と 、 回 動 軸 、 こ の 回 動 軸 に 回 動 自 在 に 軸 支 さ れ た ア ー ム 、
こ の ア ー ム と 節 連 結 さ れ た ２ 本 の リ ン ク か ら な る 対 角 変 化 自 在 の 平 行 四 辺 形 リ ン ク 機 構 と
で 、 リ ン ク 機 構 の ２ 本 の リ ン ク の 端 部 を 回 転 斜 面 体 の 平 斜 面 に 当 接 さ せ 、 斜 面 体 を 回 転 さ
せ る こ と に よ り 行 っ て い る 。 そ の 利 点 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま ず 第 １ に 、 従 来 の も の で は 往 復 運 動 に 変 換 す る た め に 摺 動 体 に 凹 曲 面 を 必 要 と し た り
（ 特 許 文 献 ２ の 場 合 ） 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 背 面 に 、 回 転 カ ム 突 起 に 対 応 す る 曲 線 カ ム を 必
要 と し て い る （ 特 許 文 献 ３ の 場 合 ） の に 対 し 、 本 発 明 で は 単 純 な 平 斜 面 で あ る た め 構 造 が
簡 単 で 製 造 が 簡 単 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ２ に 、 特 許 文 献 ４ の も の に お い て は 、 ロ ッ ド を 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 背 面 に あ る 程 度 の 自
由 度 を 有 す る よ う に 結 合 す る と と も に 、 そ の 先 端 を 、 ロ ー タ （ 回 転 斜 面 体 ） の 傾 斜 面 に 対
し 、 引 く 方 向 の と き 離 脱 防 止 状 態 で 滑 り 得 る よ う に 連 係 さ せ る 構 造 （ 図 示 さ れ て は い な い
が 、 例 え ば ば ね を 用 い て 押 し 付 け る と か 、 ロ ッ ド の 先 端 に 抜 け 止 め ボ ー ル を 設 け 傾 斜 面 に
溝 を 設 け て そ こ へ 嵌 め 込 む な ど の 構 造 ） が 必 要 で あ る の に 対 し 、 本 発 明 で は ２ 本 の リ ン ク
が 互 い に 逆 方 向 に 連 動 し て 動 く も の で あ る か ら 回 転 体 の 平 斜 面 に ２ 本 の リ ン ク の 端 部 が 接
す る よ う に 位 置 決 め 配 置 す る だ け で 、 回 転 中 に リ ン ク が 平 斜 面 か ら 離 れ る こ と は な い と い
う 利 点 が あ る 。
　 ま た 、 リ ン ク 機 構 の 安 定 確 実 な 動 き を 活 用 し て い る 利 点 が 大 き い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 超 音 波 探 触 子 の 揺 動 機 構 に お け る 、 回 動 軸 、 ア ー ム の 数 は 小 型 化 を 考 え て ２ つ と
す る の が 最 も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 診 断 す る 体 内 の 臓 器 は 、 血 管 の 脈 流 や 肺 の 呼 吸 動 の 影 響 に よ っ て 常 に 微 小 に 動 い
て い る も の で あ り 、 臓 器 の 異 常 の 早 期 発 見 の た め に は 動 い て い る 臓 器 の 精 度 の 高 い 超 音 波
映 像 が 必 要 と な る 。 こ の た め に 、 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 速 度 、 す な わ ち 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト の
揺 動 速 度 は 、 臓 器 の 動 き に 対 応 し た 速 度 が 最 も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 揺 動 に よ る 振 動 を 少 な く す る た め 、 ア ー ム 、 リ ン ク 、 節 連 結 部 お よ び 回 転 斜
面 体 な ど は 、 軽 量 合 金 や セ ラ ミ ッ ク な ど の 材 質 を 用 い る こ と が 最 良 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の ２ 本 の リ ン ク の 端 部 と 回 転 斜 面 体 の 平 斜 面 は 、 摺 動 す る も の で あ る か
ら 、 こ の 摺 動 を 滑 ら か 且 つ 低 摩 擦 で 行 わ せ る た め 、 平 斜 面 の 平 面 精 度 を 上 げ る こ と は 勿 論
で あ る が 、 材 料 と し て は 油 含 浸 金 属 の よ う な 低 摩 擦 金 属 或 い は セ ラ ミ ッ ク を 用 い る の が 最
良 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 超 音 波 探 触 子 の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ２ は 側 面 図 で あ る
。 な お 、 図 １ 及 び 図 ２ は 、 図 ５ に 示 す 超 音 波 探 触 子 の 中 の 振 動 子 ユ ニ ッ ト ８ と 揺 動 機 構 ３
２ と シ ャ フ ト １ ０ と モ ー タ ９ を 示 し た も の で 、 特 に 、 揺 動 機 構 ３ ２ の う ち リ ン ク 機 構 と 振
動 子 ユ ニ ッ ト ８ に つ い て 詳 細 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に ２ つ の 回 動 軸 １ ａ 、 １ ｂ が 中 心 軸 １ ４ の 上 に 設 け ら れ 、 各 回 動 軸 に は
そ れ ぞ れ ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ が 取 り 付 け ら れ て 、 そ れ ぞ れ の 回 動 軸 を 中 心 と し て 各 ア ー ム が
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自 由 に 回 動 で き る よ う に な っ て い る 。 な お 、 ２ つ の 回 動 軸 １ ａ 、 １ ｂ は 、 図 １ の 平 面 図 で
は 中 心 軸 １ ４ の 上 で あ る が 、 図 ２ の （ ａ ） の 側 面 図 に 示 す よ う に 中 心 軸 １ ４ の 鉛 直 下 方 で
基 底 部 材 １ １ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 基 底 部 材 １ １ に は 、 図 ２ の （ ａ ） に 示 す よ う に 軸 受 け １ ２ も 固 定 さ れ て お り 、 揺 動 機 構
３ ２ 全 体 を 保 持 す る た め に 図 ５ に 示 す 樹 脂 ケ ー ス ３ ４ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 各 回 動 軸 に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の そ れ ぞ れ の 一 方 の 端 部 に は 、 図 ２ の （ ａ
） に 示 す よ う に 節 連 結 軸 ５ ａ 、 ５ ｂ が 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の 他 方 の
そ れ ぞ れ の 端 部 に も 同 様 に 節 連 結 軸 が 固 定 さ れ て い る が 、 節 連 結 軸 ５ ａ 、 ５ ｂ の 背 部 に あ
る た め 図 示 し て い な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ の （ ａ ） に 示 す よ う に ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の そ れ ぞ れ に 固 定 さ れ た 節 連 結 軸 ５ ａ 、 ５
ｂ の 上 部 は 、 節 連 結 部 ４ ｃ 、 ４ ｄ 及 び ４ ａ 、 ４ ｂ （ 節 連 結 部 ４ ａ 、 ４ ｂ は 図 １ で 図 示 ） で
２ つ の リ ン ク ３ ａ 、 ３ ｂ と 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 節 連 結 部 は 、 節 連 結 軸 を 中 心 と し て 軸 に 直 角 な 平 面 上 で 自 由 に 回 転 で き る も の で 、 節 連
結 部 及 び 節 連 結 軸 を 通 し て 連 結 さ れ た ア ー ム と リ ン ク は 、 人 間 の 関 節 と 同 様 に 自 由 に 折 れ
曲 が る こ と が で き る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 基 底 部 材 １ １ に 固 定 さ れ た ２ つ の 回 動 軸 １ ａ 、 １ ｂ に 取 り 付 け ら れ た ア
ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ と 、 各 ア ー ム の 両 端 に 取 り 付 け ら れ た 節 連 結 軸 お よ び 節 連 結 部 に よ っ て 連
結 さ れ た リ ン ク ３ ａ 、 ３ ｂ と か ら な る 機 構 は 、 ２ つ の リ ン ク ３ ａ 、 ３ ｂ が 基 底 部 材 １ １ と
平 行 な 平 面 上 で 間 隔 を 変 え な が ら 逆 方 向 に 平 行 往 復 運 動 を す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 間 隔 を 変 え な が ら 逆 方 向 に 平 行 往 復 運 動 す る ア ー ム ２ ａ 、 ２ ｂ の そ
れ ぞ れ に 一 方 の 端 部 （ 図 １ で は 左 端 ） に は 、 上 記 の 節 連 結 部 と 同 様 の 関 節 動 作 を 行 な う こ
と が で き る 節 連 結 部 ４ ｅ 、 ４ ｆ が 連 結 さ れ て 、 こ れ ら の 節 連 結 部 に よ っ て 振 動 子 ユ ニ ッ ト
８ が 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 示 し た 機 構 に よ っ て 、 間 隔 を 変 え な が ら 逆 方 向 に 平 行 往 復 運 動 す る ア ー ム ２ ａ 、 ２
ｂ の 動 き が 、 揺 動 中 心 ３ ３ を 中 心 と し て 振 動 子 ユ ニ ッ ト ８ を 円 弧 状 往 復 回 動 さ せ る も の と
な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ の （ ａ ） に 示 す 回 転 斜 面 体 ６ は 、 図 ２ の （ ｂ ） に 示 す 形 状 の も の で 、 そ
の 斜 面 ７ は 平 斜 面 で あ り 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト ８ と 連 結 す る ア ー ム の 反 対 側 の 端 部 に 接 す る よ
う に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 回 転 斜 面 体 ６ は 、 軸 受 け １ ２ で 保 持 さ れ た シ ャ フ ト １ ０
に よ っ て モ ー タ ９ と 連 結 さ れ て 、 モ ー タ に よ っ て 一 方 向 に 回 転 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 の 実 施 例 の 動 作 を 示 し た も の で 、 モ ー タ に よ っ
て 駆 動 さ れ た 回 転 斜 面 体 の 回 転 動 作 と 振 動 子 ユ ニ ッ ト の 揺 動 の 関 係 を 図 示 し た も の で あ る
。
　 な お 、 図 ３ 及 び 図 ４ の 上 段 に 示 す （ ａ ） 、 （ ｃ ） は 図 １ と 同 様 の 平 面 図 で あ り 、 下 段 に
示 す （ ｂ ） 、 （ ｄ ） は 図 ２ の （ ａ ） と 同 様 の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ の （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 回 転 斜 面 体 の 回 転 角 度 が ０ 度 、 即 ち 、 回 転 斜 面 体 ６ の 斜 面 が 上
向 き で 、 リ ン ク ３ ａ 、 ３ ｂ が 丁 度 平 行 に な り 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト ８ が 中 心 軸 １ ４ の 方 を 向 い
た 場 合 、 図 ３ の （ ｃ ） 、 （ ｄ ） は 回 転 斜 面 体 の 回 転 角 度 が ９ ０ 度 の 場 合 、 即 ち 、 中 心 軸 １
４ の 向 き で 見 て 右 回 り に ９ ０ 度 回 転 し た 場 合 、 図 ４ の （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 回 転 斜 面 体 ６ の 回
転 角 度 が 同 じ く １ ８ ０ 度 の 場 合 、 図 ４ の （ ｃ ） 、 （ ｄ ） は 回 転 斜 面 体 の 回 転 角 度 が ２ ７ ０
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度 の 場 合 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ の （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す 回 転 斜 面 体 ６ の 回 転 角 度 が ０ 度 の 場 合 は 、 回 転 斜 面 体 ６ の
斜 面 に 接 す る リ ン ク ３ ａ 、 ３ ｂ の 端 部 は 、 中 心 軸 １ ４ に 直 角 な 平 面 上 で 並 ん だ 状 態 と な る
。 こ の た め 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト ８ の 超 音 波 ビ ー ム 軸 １ ５ は 、 図 ３ の （ ａ ） に 示 す よ う に 中 心
軸 と 同 一 方 向 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 図 ３ の （ ｃ ） 、 （ ｄ ） に 示 す 回 転 斜 面 体 ６ の 回 転 角 度 が ９ ０ 度 に 回 転 し た 場 合 は
、 （ ｃ ） に 示 す よ う に 回 転 斜 面 体 ６ の 斜 面 に よ っ て リ ン ク ３ ｂ が 押 さ れ て 左 方 に 移 動 し て
、 振 動 子 ユ ニ ッ ト ８ の 超 音 波 ビ ー ム 軸 １ ５ が 中 心 軸 １ ４ の 上 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ４ の （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す 回 転 斜 面 体 ６ が さ ら に ９ ０ 度 回 転 し て 回 転 角 度 が １ ８ ０ 度
と な っ た 場 合 は 、 図 ３ の （ ａ ） の 回 転 角 度 が ０ 度 の 場 合 と 同 様 に リ ン ク ３ ａ 、 ３ ｂ の 端 部
は 、 中 心 軸 １ ４ に 直 角 な 平 面 上 で 並 ん だ 状 態 と な り 、 超 音 波 ビ ー ム 軸 １ ５ は 図 示 の よ う に
中 心 軸 １ ４ と 同 一 方 向 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ４ の （ ｃ ） 、 （ ｄ ） に 示 す 回 転 斜 面 体 ６ が さ ら に ９ ０ 度 回 転 し て 回 転 角 度 が ２ ７ ０ 度
と な っ た 場 合 は 、 回 転 斜 面 体 ６ の 斜 面 に よ っ て リ ン ク ３ ａ が 押 さ れ て 左 方 に 移 動 し て 、 振
動 子 ユ ニ ッ ト ８ の 超 音 波 ビ ー ム 軸 １ ５ は 中 心 軸 １ ４ に 対 し て 下 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 回 転 斜 面 体 が さ ら に ９ ０ 度 回 転 す る と 、 図 ３ の （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す 状 態 に 戻 り 、 超 音
波 ビ ー ム 軸 １ ５ も 中 心 軸 １ ４ と 同 一 方 向 に 戻 る こ と に な る 。 回 転 斜 面 体 ６ の 回 転 角 度 と 超
音 波 ビ ー ム 軸 の 移 動 角 度 と の 関 係 は 、 回 転 斜 面 体 の １ 回 転 に よ っ て 、 超 音 波 ビ ー ム が 中 心
軸 と 同 一 方 向 か ら 移 動 を 始 め て 、 上 方 向 、 中 心 軸 方 向 、 下 方 向 、 中 心 軸 方 向 と １ 周 期 の 揺
動 を 行 な う こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に モ ー タ の 一 方 向 の 回 転 に よ る 回 転 斜 面 体 の 回 転 に よ っ て 振 動 子 ユ ニ ッ ト が
揺 動 を 繰 り 返 す こ と に な り 、 超 音 波 ビ ー ム 軸 が 扇 形 状 に 移 動 し て 扇 形 状 の 走 査 を 行 う こ と
に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 図 ３ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 回 転 斜 面 体 が ９ ０ 度 回 転 し て リ ン ク ３ ａ 、 ３ ｂ の 端 部
に 接 す る 斜 面 の 角 度 が 最 大 と な っ た 場 合 、 超 音 波 ビ ー ム 軸 １ ５ の 中 心 軸 １ ４ か ら の 角 度 が
、 同 様 に 最 大 で 、 回 転 斜 面 体 の 斜 面 の 角 度 と 同 一 と な る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 機 構 の 場 合 は
、 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 幅 は 、 常 に 回 転 斜 面 体 の 斜 面 の 角 度 の ２ 倍 に な る と い う 特 徴 を 持 つ
こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う な 特 徴 を 有 し て い る た め に 、 要 求 さ れ る 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 幅 を 実 現 す る 揺 動
機 構 を 設 計 す る こ と が 極 め て 容 易 と な り 、 ま た 、 超 音 波 ビ ー ム の 走 査 幅 の 異 な る も の を 設
計 製 作 す る 場 合 に 回 転 斜 面 体 だ け を 変 更 し 、 振 動 子 ユ ニ ッ ト 、 ア ー ム 及 び リ ン ク な ど は 同
一 も の が 使 用 で き る た め に 、 部 材 の 共 通 化 が 図 れ る と い う 効 果 を も た ら す こ と に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 側 面 図 と 回 転 斜 面 体 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 の 実 施 例 の 動 作 を 示 す 平 面 図 と 側 面 図 で あ る （ 回 転 斜 面 体
の 回 転 角 度 が ０ 度 と ９ ０ 度 の 場 合 ） 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 の 実 施 例 の 動 作 を 示 す 平 面 図 と 側 面 図 で あ る （ 回 転 斜 面 体
の 回 転 角 度 が １ ８ ０ 度 と ２ ７ ０ 度 の 場 合 ） 。
【 図 ５ 】 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ ａ 、 １ ｂ 　 回 動 軸
　 ２ ａ 、 ２ ｂ 　 ア ー ム
　 ３ ａ 、 ３ ｂ 　 リ ン ク
　 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 ４ ｃ 、 ４ ｄ 、 ４ ｅ 、 ４ ｆ 　 節 連 結 部
　 ５ ａ 、 ５ ｂ 　 節 連 結 軸
　 ６ 　 回 転 斜 面 体
　 ７ 　 斜 面
　 ８ 　 振 動 子 ユ ニ ッ ト
　 ９ 　 モ ー タ
　 １ ０ 　 シ ャ フ ト （ 回 転 力 伝 達 手 段 ）
　 １ １ 　 基 底 部 材
　 １ ２ 　 軸 受 け
　 １ ４ 　 中 心 軸
　 １ ５ 　 超 音 波 ビ ー ム 軸
　 ２ １ 　 先 端 部
　 ２ ２ 　 挿 入 部
　 ２ ３ 　 把 持 部
　 ３ １ 　 超 音 波 窓
　 ３ ２ 　 揺 動 機 構
　 ３ ３ 　 揺 動 中 心
　 ３ ４ 　 樹 脂 ケ ー ス
　 ３ ５ 　 軸 受 け
　 ３ ６ 　 信 号 線 群
　 ３ ７ 　 ケ ー ス

10

20

(8) JP 2005-304683 A 2005.11.4



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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解决的问题：提供一种用于体内腔诊断的超声波探头，其中通过仅沿电
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机9使具有这种结构的摆动机构的旋转体6仅沿一个方向旋转，从而使振
动器单元8以圆弧状往复运动。 [选型图]图1
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